
マダガスカル共和国

マジェンガ州マロボアイ地域農業開発計画

プロジェクトファインディング調査報告書

平成13年5月

社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会



まえがき

本報告書は平成13年4月10日より4月21日までの12日間にマダガスカル共和国で実施し

た同国「マジェンガ州マロボアイ地域農業開発計画」に関する現地調査について取りまとめた

ものである。

マダガスカル共和国北西部のマジュンガ州マロボアイ地域の開発は､ドイツ復興金融公庫

(KfW)の財政支援により1984年より今日まで,港概･農地整備を目的としたプロジェクト

｢ペソイポカ川稲作計画｣ (Projet Rizicole BETSIBOKA)が,ペソイポカ平野開発会社

(FIFABE)によって推進されてきた.しかし, KⅣによる支援は2001年末に終了する予定

とのことである｡また, FIFABE自身も政府の民営化政策により2001年に独立､民営化され

た｡本調査ではFIFABEの協力を得て,その活動状況,同計画の今後の課題･その方策につい

て協議を行うと共に現場を視察した｡また,農業省,治水森林省等とも協議を行い協力の可能

性を探った｡

調査の実施にあたり,マダガスカル国農業省及び治水森林省の政府関係機関およびFIFABEの

L方々に多大のご協力をいただいた.また,在マダガスカル国日本大使館, JICA専門家の方々

より貴重なご助言,ご協力を頂きました｡ここに調査巨=ま深甚なる謝意を表する次第です｡

2001年5月

調査団長

山　中　誠仁



調査地区位置図

マダガスカル国

調査地区



①ベツィボカ

（マロボアイより下流地域：航空機より）

②対象調査地域付近（航空機より）

③FIFABE事務所(マロボアイ)

現場写真（その1）



④Amboromalandy堰

⑤Amboromalandy堰から水田を望む

⑥Amboromalandy堰余水吐

現場写真（その2）



⑦Amboromalandy堰取水工

⑧Amboromalandy堰取水工より用水路を

望む

⑨マロボアイ付近での田植え風景

現場写真（その3）
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1.マダガスカル国の概況

1-1一般概況

｢マ｣国はアフリカ東岸部から約400km隔てられたインド洋上に浮かぶ島国である｡南

北1,580km､東西580kmで､その面積は約587,000km2､日本の約1.6倍である1896

年にフランスの植民地となるが1960年にフランスより独立したo　一人あたりのGNP

は260ドル(1998)　総人口は約1,200万人(1993年)であり. 1990年から1995

年における人口増加率は3.0%と高いo　人口密度は25.9人/km2で､表-1に1993年の

データを示す｡黒人系､マレーシア系を含む18の民族からなり､公用語はフランス語

及びマダガスカル語｡共和制を採用しており6州の自治連邦体制にある｡

旧宗主国であるフランスが最大のドナー国であり､フランスとの関係を最重視してい

る1997年における日本の対｢マ｣国ODA実績は約2,950万ドルであり､ 2国間援

助ではフランス,スペイン,ドイツ,アメリカに次ぎ第5位となっている｡

Antsiranana

図－16州の位置関係と主要幹線道路
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表－1各州の人口及び人口密度（1993年）

州名　　　　人口（人）　人口密度（人／km2）

アンタナナリボ　　　　　　3，483，236　　　　　　60．0

アンチラナナ　　　　　　　　942，410　　　　　　21．8

トアマシナ　　　　　　　　2，671，150　　　　　　24．0

フィアラナンツォア　　　1，330，612　　　　　　　8，8

トリアラ　　　　　　　　1，835，330　　　　　　26．0

マジェンガ　　　　　　　1，729，419　　　　　10．7

合計　　　　11，992，157　　　　　　20.5

図－2　各州の人口百分率（1993年）
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1－2自然条件

中央部を南北に伸びる中央高原地域とそれを取り巻く周囲の海岸平野により構成され

ている。同島の気候は熱帯～温帯に属し、季節は11月～3月の雨期と4月～10月の

乾期に大別される。図．3に示すようにその気候的特性は島内の4つの地域によってそ

れぞれ異なり、本件の対象地域である西部海岸地域は雨期乾期の区別が明瞭、高温と

なる。

図－3マダガスカルの気候区分

アンタナナリボ

西部海岸地域:北へ行くほど降水量は多い｡乾

期は7-8ヶ月でマジュンガでの年平均降水量は

1,520mm,年平均気温は26℃｡

中央高原地域:中央部に位置し,標高が比較的

高く比較的冷涼な地域｡首都アンタナナリボは

当地域に属し,標高約1,300m,年平均気温は18℃,

年平均降水量はI,360mm｡

東部海岸地域:年間を通じて降水がある多雨地

帯1-3月がモンスーンの影響による最も雨の

多い時期で,サイクロンによる暴風豪雨も発生

する｡タマタブ州の州都タマタブ(トアマシナ)で

年平均降水量は3,000mmを超え,年平均気温は

23℃｡

南西部海岸地域: ｢マ｣国では最も乾燥した地

域で半乾燥地もしくは乾燥地帯｡トリアラで年

平均気温は24℃,年平均降水量は420mmc

図－4アンタナナリボ及びマジェンガの気温と降水量

－3－
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1-3経済事情

｢マ｣国の基幹産業は,農業であり労働人口のおよそ8割を占める｡農業の対GDP比

は約3割と高く,輸出総額の約80%が農産物である｡コーヒー,バニラ,丁子等が主

要輸出作物である｡国内での主要作物はコメであり, ｢マ｣国耕作地総面積の42%が

港概農地となっている｡

その他の産業としては,水産､観光,鉱業などが挙げられる｡観光はその非常に貴重

な生態系を背景としたエコツーリズムの世界的な拠点となる潜在力があるが､国内の

道路,通信,運搬,設備等のインフラ整備が遅れているために実現できていない｡ま

た,今後このような貴重な生態系を保存する努力が必要である｡水産業は天然のエビ

が重要な外貨獲得源となっており,日本への輸出も行われている｡鉱物はクロム鉱,

グラファイト他､宝石類も産出される｡工業分野はGDPの14%を占め,農産物加工

部門,特に製糖産業が盛んである｡その他,林産物加工(木材及び製紙) ,繊維産業

などが主要セクターとなっている｡

｢マ｣国はIMFと世銀の支援の下に1983年に構造調整計画を策定し,これを実施して

きた｡しかし､ 1991年5月以降の内政混乱により生産が下落,経済は再び低迷した｡

さらに1994年1月末,今世紀最大級といわれている大型サイクロンの打撃を受け,

その災害復旧のための支出は国家財政を圧迫した｡政掛ま､自由変動相場制の導入等

の自由化政策を続ける一方,この大型サイクロンの被害対応として消費物資の輸入禁

止等, IMF　世銀の構造調整に逆行する措置を取った1996年IMF　世銀と構造調

整に閲し合意がなされ,これによりマクロ経済はかなり安定した｡現在,政府は財政

支出の圧縮のため各種セクターを民営化する政策が実施されている0

1-4交通事情

都市間を結ぶ幹線道路の状態は悪い｡鉄道網も非常に限られその主用途は貨物輸送で

ある｡航空関係は全国の主要都市が空路で結ばれ比較的発達している｡

道路の橋梁は幅員が狭く,路面の保守管理が不十分な箇所や未舗装の部分がかなり存

在する｡特に雨期での未舗装路は悪路と化し通行困難となるo道路が冠水し一時的に

通行不能となる場合もあり,雨期の陸上移動･物流には非常な困難が伴う｡

首都からマジュンガへのアクセスは空路と陸路がある｡首都からの陸路はRN(国道)4

号線でおよそ580km,順調に行って約9時間の行程である｡空路では小型機が就航し

ており約1時間で首都と結ばれている｡

－4－



2.マジェンガ州の概況

2-1一般概況

マジュンガ州は｢マ｣国西部に位置し,西はモザンビーク海峡に面し,北はアンチラ

ナナ州,南はトレアラ州及びアンタナナリボ州,東はトアマシナ州の各州とそれぞれ

境界を接し,全21郡から構成されている｡その州都マジェンガはベツイポカ川河口に

位置し､ ｢マ｣国でも3番目に大きい港を抱える都市である｡面積は145,402 km2,人

口は約133万人(1993年)である｡これは｢マ｣国総人口の約14%を占めうち約20%

が都市部住民である｡マジュンガ州の人口増加率は2.9-3.0%を維持している｡人口

密度は2-29人/ km2と各郡によりかなりのばらつきがあるが,州平均で8人収m2.

初等教育就学率は64%である｡

当地域の年平均降水量は1,000-1,800mmで明瞭な雨期乾期が存在し,降水期間は3

-5ヶ月間(11月-･3月)の夏雨型である｡この雨は北東季節風によってもたらされ,

特にマロボアイ周辺では12月-3月までの約4ヶ月間に降雨が集中し､河川や平野は

洪水に見舞われ長期間冠水し農作業-も重大な影響を与えている｡

図－5　マジェンガ周辺地図
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表－2マジェンガ州における人口の地域分布（1993）

地 区名
人 口

総 人口 都 市部 人 口 (%) 農 村 部 人 口 (% )

M ah aju n ga I 10 ,0 8 0 7 10 0 .0 0 .0

M a h aju n g a II 34 ,8 9 3 2 5 .3 7 4 .7

B e sala m p y 2 9 ,5 7 3 2 4 .2 7 5 .8

S o a lala 2 1 ,18 9 3 4 .5 6 5 .5

M a ev a ta n a n a 8 0 ,0 2 8 10 .8 8 9 .2

A m b ato ーB o in a 79 ,9 4 9 17 .2 8 2 .8

M arov oa y 8 8 ,5 7 5 2 0 .8 7 9 .2

M itsin io 4 1 ,19 4 18 .4 8 1 .6

T saratan an a 6 6 ,6 0 6 15 .0 8 5 .0

P o rt-B e rg e 88 ,9 8 7 7 .6 9 2 .4

M a n d ritsa ra 15 7 ,2 6 5 5 .4 9 4 .6

A n a la la va 76 ,8 4 1 13 .0 8 7 .0

B efa n d ria n a N ora 12 5 ,9 84 3 .3 96 .7

A n tsoh m y 8 1,8 16 16 .2 8 3 .8

B e ala n a n a 7 7 ,76 7 14 .3 8 5 .7

K a n d reh o 9 ,6 79 4 9 .5 50 .5

A m ba to m a m ty 17 ,8 4 3

A n tsalova 2 3 ,15 9 33 .4 6 6 .6

M a in tira n o 4 1,0 60 16 .9 8 3 .1

M o ra fen ob e 17 ,6 9 9 4 5 .1 5 4 .9

M a m p ik on y 6 9 ,6 9 8 3 6 .9 6 3 .1

計 1,3 3 0 ,6 12

－6－



2-2農業

マジェンガ州の主産業は農業であり,主要作物はマロポアイ地区に代表されるコメで

ある｡稲作はフランスが植民地化する以前から既に始められており､ ｢マ｣国の伝統的

産業の一つとなっている｡独立後の1970年代に農地及び港政綱の整備が開始され,

生産性の改善に努めてきた｡しかし,その生産状況は,農地･水路-の土砂の堆積,

高コストのポンプ港概の弊害､洪水の額発,生産技術の停滞などから悪化している｡

マロボアイには当地を中心とする｢マロポアイ稲作プロジェクト｣という事業が存在

し､ 1984年より現在までそれらの問題に取り組んでいる｡同プロジェクトはペソイポ

カ平野開発会社(FIFABE)によって統括されており､政府の民営化政策により　2001

年より民営化されている｡

稲作以外ではマンゴーやカシューナッツなどの果樹が生産され,トウモロコシやキャッ

サバ,サトウキビ等が家庭菜園的規模で行われている｡なお,同地域には以前,サイ

ザルやラッカセイの大規模なプランテーション農場がベツイポカ川左岸地域に存在し

ていたが,すでに長期間に渡り生産が放棄されている｡

畜産は1992年のデータによると､マジュンガ地域全体や牛は2,114,750頭であり特に

州の南西部のより乾燥した地域が農牧地域となっている｡人口10人あたりの牛頭数は

州平均で18頭(衣-3)　マロボアイでも畜産はマジュンガという消費地を控え重要

な農業になっている｡牛は使役にも使われている｡また,養豚生産は1995年以来増

産しつづけていたが, 1998年の末に流行したアフリカ豚ペストによりその80%が失

われ,現在ではほとんど行われなくなっている｡

またマジュンガではモザンビーク海峡を背景とした水産業が非常に重要な産業となっ

ており,国内外の大企業が進出している｡特にエビは｢マ｣国の主要輸出産物でもあ

り,経済上非常に重要な位置を占めている｡また､近年ではエビ養殖が導入され､そ

の一環として地域住民-のエビ養殖の普及を目指した｢マ｣国北西部養殖振興計画(プ

ロ技)がJICAにより行われている｡

－7－



表－3マジェンガ州各地区における牛頭数及び人口10人あたり頭数

地区名 頭数 人口 10 人あた りの頭数

M a h aju n g a Ⅰ,Ⅱ 76 ,2 8 4 6

A n tsoh ih y 1 16 ,1 18 15

B eala n a n a 130 ,0 00 1 7

M a m p ik o n y 10 1,0 16 1 5

B efan d ria n a N ora 124 ,7 0 4 2 3

P ort-B erge 2 0 2 ,4 00 10

A n a la la va 12 8 ,2 04 17

M a rov oa y 8 5 ,6 6 9 10

M itsin jo 7 5 ,2 42 19

A m ba to -B oin a 14 1,36 6 18

M a n d ritsa ra 13 5 ,8 34 9

K a n d reh o 2 4 ,4 8 0 2 6

M aev a ta n a n a 1 12 ,6 38 14

T sara ta n a n a 16 6 ,2 17 2 6

M o ra fe n ob e 1 1 1,4 0 0 6 5

A m b a tom a in ty 8 2 ,19 2 4 7

M a in tira n o 8 5 ,8 0 0 2 1

B esa la m p y 1 1 1,50 0 3 9

A n tsa lov a 7 9 ,9 0 0 6 5

S oa la la 10 0 ,0 0 0 4 8

合 計 2 ,19 0,9 6 4 2 6

－8－



2－3その他の産業

鉱物・エネルギー資源は下記のような状況にある。

表－4マジェンガ州の鉱物資源

都市/ 地域名 資 源 状 況

Soalala 秩 埋蔵量3 億5千万t

Bealanana ボーキサイト 埋蔵量5 千万 t

Sanokoany 天青石 (Celestite 埋蔵量不明

M aevatanana 石膏 埋蔵量2億 5千万t

A m bato-Boeni 石膏 >N ォ

T saratanana, 金

抽母頁岩

(オイル●シュI ル)

クロマイト鉄鉱

ffviii

地域ほぼ全体に分布0

M aevatanana. K andreho.

A m bato-Boeni,

M andritsara

B em olanga

､A ndriam ena,
Za丘ndravoay

M ailaka 及び

Tsaratanara 地域

量は不明0

◆埋蔵量 10億t

データなし

データなし

2-4植生

当州の森林面積は約31,000km2であり､州総面積の21.4%を占めるが,続く野火や不

法な伐採,人員･予算不足からくる森林管理能力不足により,森林維持の樹雛さが指

摘されている｡表-5に森林区分とその概況を示す｡植林面積は非常に少なく,維持

管理も行き届かない｡植林はユーカリ等の外来樹種によって行われている｡

額発する野火や燃材採取による天然林伐採のため森林は発達せず,大部分がイネ科草

本を中心とした草地となっている｡野火は人為によるもので､主に牧草の新芽発生を

促進させる目的で行われ､開墾や害虫駆除の目的でも行われている｡しかし,これら

の野火は管理されたものではなく,無秩序に行われているため植生破壊の最大の原因

となっている｡図-6にマロボアイ平野周辺の植生図を示す｡マロボアイ南東部は

Ankarafantsika天然林保護区であり, 200m前後の比較的標高が高い山脈が束西に連

なり, Dalbergia, Commiphora, Hidegardia等を交えた森林となっている｡
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表－5マジェンガ州の森林区分と概況

区 分 (及び地区名) 数 面 積 (h a)
州面積に対す

る割合 (% )

州天然林保護区

3 234 ,2 62 1.6

(R ese rv es n a tu relle s in tegrate s)

-B em arah a

- N o m orok a

- A n k arafa n tsik a

州特別保護区

7 12 7,2 70 0 .9

(R e serves sp eciale s)

- A m b oh ija n ah ary - B e m a riv o

- M a m n goza - K a sijy

- T am p ok etsa - A n dra n om aitso

- M a rota n dra n o - B ora

保存林 F orets cla ssees) 22 6 30 ,68 1 4.5

森林地区 (Sta tion s forestieres) 2 29 ,352 0 .2

保護林 (R eserv es forestieres) 5 118 ,9 13 0 .8

植林及び土壌保全地区

3 74 ,8 15 0 .5(P erime tre d e reb oisem en t et d e restau ration

des so ls)

植物園 2 14 1 0 .0

国有林 1,9 0 1 ,60 0 13 .1

合 計 3,1 16,9 14 2 1.4
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沼地

図－6　マロポアイ平野周辺植生図
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サバンナ（草地）



3.計画概要

3-1目的

本調査の目的は,マロボアイ地区における農業農村開発計画(F/S)の策定とする｡

3-2調査対象地域

マジェンガ州ベツィポカ川流域マロボアイ地区の約15,300ha,既存水利組合(AUR

Association d'Userger des Reseau)数は80,総農家数は約10,000戸,対象地域の凝

人口は約9万人｡

3-3地区の稲作現況

マロボアイ地域は｢マ｣国第2の稲作穀倉地帯とされ､州都マジュンガよりRN4号線を

東へ92キロの地点に位置し,付近をベツイポカ川が流れ,河口からの距離は約50キ

ロである｡当地域にはベツイポカ川稲作プロジェクト(Projet Rizicole Betsiboka)か

1984年にKfW (ドイツ復興金融公庫)の財政支援により設立されて以来,今日まで

活動が続けられている｡同プロジェクトはFIFABE (ベツイポカ`平野開発会社)によ

り道草されており,今年からは政府の民営化政策により同社は民間組織として活動し

ている｡

港敵地区はベツイポカ川の両岸に開け,計約12,000haの地区が取水区分により13セ

クターに分けられている｡表-8及び表-9に各セクターの面積と収量を示す｡内ポン

プ虐政区が4セクター(計3,000ha)ある｡水源は主にベツイポカ川および5つの貯

水ダムである｡また, KfWの支援の他に､セクター1及び3の農地整備がBAD (ア

フリカ開発銀行:AfDB)の財政支援により行われている｡

貯水ダム,主要水路以外の港概施設の管理運営は､今年の2月に政府より民間へと移

管され､ AURでの自主的な管理運営が求められている｡施設の維持管理費,特にポン

プ港概に関わる運転･維持管理費用をAURが負担することは現実的に不可能である｡

その上,雨期の洪水により毎年大量の土砂が水路や施設,水田に流入し,この土砂の

渡諜に毎年多くの時間,経費,労力が費やされ, AURやFIFABEには大変な負担と

なっている｡このためポンプ港概を廃止し,水路,農地を再整備して通常の重力港概

へとシステムの変更が面積にして既に2,250ha (セクター4全体)行われた.セクター

6と3の下流域(BADの支援) , 9上流部一部, 12一部等でも同様に水路改修及び延

長等が行われ､ポンプに依存する割合を減少させている｡

農民の組織化はすでにほぼ終了しており,ほぼ初期的な組織化は終え､上位組織であ

る水利組合連合も設置され,国との交渉等に既に臨んでいる｡また,組合のデータベー
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ス化も終えており,今後の組織強化･育成･管理を効率的かつ効果的に行うのに機能

的なツールと成り得る｡組織間の連携強化の方策,厳格な水管理体制の強化などが課

題である｡

藩政水量は概ね豊富であり,乾期における需要水量は確保できる｡雨期には短期間に

降雨が集中し(衣-7及び図-4参照)洪水に見舞われ,稲の生育は不安定となり収穫は

約1.8 t瓜aである｡しかし,天候の安定した乾期に約2-3 t瓜aと収量が上がる｡洪

水時,低地部では4-5月頃まで冠水が続き,作付けは不可能なる｡二期作は上流地

域でのみ行われている｡この地方には表-6に見られるような3つの稲作期間があり,

土地を違えた3期作も可能な稲作適地であるにもかかわらず,事実上は乾期作(Vary

Jeby) 1回の収穫を頼りにしている状態である｡表-9は乾期作のみの収量を表わし

ている｡現状では水田-の樋肥,有機物の還元がほとんど行われておらず,わずかな

施肥はほとんど尿素の使用のみである｡

表-63期作の呼称と期間及び特徴

呼 称 期 間 特 徴

Vary A sara

V ary A triatry

V ary Jeby

上期 ･雨期 (1 月～4 月)

中期 ･乾期 (3 月から7 月)

要港概

下期 ●乾期 (4 月～10 月)

洪水のため上流地域以外は耕作

不可0 収量は少なく不安定○

中間期○乾期の開始0

最適期0 気温､ 日射等の気候条
要港叔 件カ干良○病害虫少0

表-7 Tsararano (マロボアイ南西約8km)における降水量と降水日数(1999-2000)

月 10 l l 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計

降水量 (m m ) 0 .0 4 4 .8 13 5 .1 7 4 6 .3 6 0 8 .4 8 3 .4 8 .6 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 1,6 2 6 .6

降水 日数 (日) 0 4 10 2 3 2 3 13 1 0 0 0 0 0 74
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表-8FIFABE全13区作付面積表(ha)

　　 年

セクター
19 93　　 199 4　　 199 5　 199 6　　 19 97　　 199 8　　 1999　　 20 00

第 1 区(B A D ）1 1，3 35　 1，3 35　 1，2 90　 1，3 35　 1，34 0　 1，260　 1，2 60　 1，06 0

第 2 区 5 67　　　 567　　　 5 6 7　　 5 54　　　 56 7　　　 56 7　　　 5 67　　　 5 67

第 3 区(B A D ）1 1，96 2　 1，9 72　 1，9 55　 1，93 5　 1，9 3 8　 1，9 53　 1，9 14　 1，59 2

第 4 区 2，2 19　　 2，20 5　 2，22 7　 2，22 0　　 2，2 2 0　　 2，2 37　　 2，23 7　　 2，2 10

第 5 区 82 6　　 9 76　　 9 73　 1，12 3　　　 9 76　　　 9 76　　　 9 76　 1，06 3

第 6 区 2，256　　 2，06 7　 2，12 5　 2，0 88　　 2，0 4 7　 1，88 5　 1，929　 1，8 2 0

第 7 区 8 14　　　 85 2　　 9 58　　 620　 1，0 00　　　 8 02　　　 55 2　　　 4 13

第 8 区（ポンプ）2 809　　　 74 6　　　 72 5　　　 72 1　　　 7 15　　　 76 5　　　 490　　　 3 12

右岸合計 10，788　 10，720 10，8 20 10，5 96　 10，8 03　 10，44 5　　 9，9 2 5　　 9，0 3 7

第 9 区（ポンプ）2 729　　　 78 1　　 78 3　　　 7 94　　　 58 0　　　 35 0　　　 2 99　　　 18 7

第 10 区 1，3 12　 1，3 15　 1，3 48　 1，2 75　 1，32 0　 1，2 7 5　 1，2 54　 1，1 90

第 11 区 1，0 73　 ■1，06 8　 1，0 67　 1，07 3　 1，06 0　 1，0 70　 1，0 59　 1，0 30

第 12 区（ポンプ）2 4 50　　　 5 82　　　 5 58　　 3 13　　　 64 0　　　 44 1　　　 6 10　　　 140

第 13 区（ポンプ）2 8 40　　　 7 0 1　　 6 70　　 8 14　　　 8 79　　　 8 34　　　 7 7 1　　　 3 90

左岸合計 4，40 4　　 4，44 7　 4，42 6　 4，2 6 9　　 4，4 79　　 3，9 70　　 3，99 3　　 2，93 7

合計（h a） 15，19 2　 15，16 7 15，24 6 14，8 6 5　 15，2 82　 14，4 15　 13，9 18　 11，9 74

Banque Africaine de Developpement (アフリカ開発銀行)の支援による水田

2　ポンプ港概に依存する割合の多いセクター
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表-9　FIFABE各セクターにおける収量の変化(t/ha)

年

セクター
1993　1994　1995　1996　1997　1998　1999　　2000

第1区（BAD）1

第2区

第3区（BAD）1

第4区

第5区

第6区

第7区

第8区（ポンプ）2

第9区（ポンプ）2

第10区

第11区

第12区（ポンプ）2

第13区（ポンプ）2

2．1　　2．7　　　2．5　　　2．8

3．1　　4．0　　　3．6　　　3．6

2．5　　　2．8　　　2．6　　　2．9

2．5　　　3．1　　3．2　　　3．2

3．1　　3．6　　　3．2　　　3．1

2．0　　　2．8　　　2．1　　2．3

1，1　　1．9　　　2．0　　1．9

2．0　　　2．5　　1．9　　1．9

2．5　　　3．4　　　2．7　　　3．0

2．4　　　3．4　　　3．4　　　3．3

2．8　　　4．3　　　4．0　　　3．9

1．6　　　2．4　　　2．2　　　2．0

2．5　　　3．1　　2．7　　　2．8

2．5　　　2．3　　　2．2　　1．3　　　2．3

4．0　　　3．1　　3．6　　　3．6　　　3．6

2．5　　　2．6　　　2．5　　　2．7　　　2．6

3．0　　　2．6　　　2．8　　　2．7　　　2．9

3．2　　　2．4　　　2．6　　　2．7　　　3．0

2．1　　2．4　　　2．3　　　2．6　　　2．3

1．6　　1．4　　　0．9　　1．2　　1．5

2．1　　1．3　　1．2　　1．4　　1．8

2．3　　　0．8　　　0．3　　　0．1　　1．9

3．4　　　3．9　　　3．5　　　3．6　　　3．4

3．8　　　3．8　　　3．9　　　4．0　　　3．8

2．2　　1．7　　1．6　　1．1　　1．9

3．1　　2．3　　　3．0　　　2．9　　　2．8

平均収量(t/ha)

収穫高(t)

2．3　　　3．1　　2．8　　　2．8　　　2．8　　　2．4　　　2，3　　　2．3　　　2．6

35，395　46，303　42，347　42，959　41，629　36，520　35，819　31，927　39，112

BanqueAfricaine de Developpement (アフリカ開発銀行)の支援による水田

2　ポンプ灌概に依存する割合の多いセクター
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3-4事業概要

本件プロジェクトの主な内容は以下のものである｡

(1)灌漑/排水農地基盤整備計画

a.灌漑/排水･基盤整備

b.ポンプ港概から重力港概へのシステム変更(セクター7 ･約400ha)

c.エロ-ジョン対策を兼ねた港耽用小規模貯水池の設置

セクター6,セクター10, 13の各上流地域

(2)農民組織(水利組合:AUR)の機能強化

a.組織間の連携

b.灌漑施設維持管理計画

(3)生産性改善計画

a.品種,肥料,耕作技術の改善

b.生産技術及びシステムの向上

c.堆肥等による有機肥料の開発

d. 2期作実現のための短期早成品種の導入

(4)流域浸食対策計画

小流域を選択し,土止め工,トレンチなど簡便な土木工事を伴った浸食防止植林

セクター6及びセクター10の各上流域(各々約3,000ha, 1,300ha)他｡

(5)市場開発計画

a.高級品種の導入/商品の規格化

b.コメ以外の農作物の導入(インゲンマメ,キャッサバ等)

c.流通のための資機材整備

(6)インフラ整備計画

作物運搬のための地域内及び消費地間の道路･橋梁整備･改修計画｡

－16－



図－7灌漑セクター位置図



4.総合所見

4-1アプローチ

1983年にドイツ復興銀行(Ⅹ爪Ⅴ)の財政支援により当地区の稲作プロジェクトは

FIFABEにより開始されすでに18年経過した　KfWの支援は2001年末で終了する

ことになっている｡地図やGISによる地理情報の整理もなされ,基礎資料は概ね整理

済みである　AURも既にその組織化をほぼ終えており,データベース化され,その運

営管理や各種政策支援等-の利用が可能になっている｡

このような農業基盤の整備の傍ら,無秩序な土地利用や広範囲に及ぶ森林破壊に起因

するエロ-ジョン問題がペソイポカ川流域で顕著になっている｡このため,洪水によ

り大量の土砂が農地や水路へ流入し,不良農地化及び港概機能の低下を引き起こし,

農業生産を非常に不安定なものにしている｡農地を整備しても,上流のエロ-ジョン

による土砂の流入が毎年繰り返され,常に農地や港概施設の維持･整備が必要な事態

にある｡

当開発調査でもエロ-ジョンの度合いと生産への影響や住民組織の協力体制の如何を

加味しながら小流域を選定し､実証試験を実施し,エロ-ジョン軽減の為の植林事業

を試験的に進めることが望まれる｡

4-2無償協力の可能性

ペソイポカ川は｢マ｣国最大級の河川であり,その源流は首都のアンタナナリボ付近に

まで遡ることができる｡洪水の規模も甚大で調査地域は毎年のように冠水している｡

一方,この地域の稲作がほぼ無施肥で続けられるのも,この洪水の恩恵であるという

ことが言える｡しかし,エロ-ジョン対策もまた急務である｡この点に関しては開発

調査案件として本調査を実施後,植林無償などでの対応が考えられる｡植林対象地域

の特定や植林計画の策定等,更なる調査が必要である｡なお､ FIFABEにより1998

年から6年間の計画でエロ-ジョン対策プロジェクトPLAE (Projet de Lutte Anti-

Erosiv)がKfWの支援により実施中である｡

このような植林事業の成功には地域住民の理解が不可欠であり､住民によるエロ-ジョ

ン対策委員の設置等を通じ,協力体制を整えつつ対策を施していくことが重要であろ

う｡また,森林の育成を阻む野火防災も同様に重要である｡ 2000年10月には青年海

外協力隊派遣取極が締結され､早ければ今年度中には隊員の派遣が開始される予定で

ある｡この場合は協力隊員を組み合わせたアプローチも考慮できる0

また,ポンプ港瀧から重力港概への転換のための水路や取水施設,水理調整施設の建

設の他,道路,小規模橋梁等､施設建設の無償案件形成の可能性も大きいD
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4-3開発調査の可能性

マロポアイ平野にはこれまで長期にわたりⅨⅣの財政支援を中心に外国からの様々な

協力体制が敷かれており､現在でもそれらは継続中である｡このような状況下,日本

が入り込んでいく余地は限られたものになる　KfWの支援が終了する事業について,

日本側が継続して協力することが望まれている節が窺える｡すでに技術者の養成や,

かなりのインプット,アウトプットがあり,本件調査段階においても有用な情報の入

手,人材の活用が期待できると考えられる｡また,この地域の場合,国際協力による

インプットを一時嬢やかにし,これまでの長年の成果をAUR,関係省庁, FIFABE等

の｢マ｣国側の自助努力によってどの程度実現ができるかを見極める時期に来ていると

言える｡

実際, ｢マ｣国と水利組合連合との間で2000年11月に3年間の計画で新たな取極め

がなされた｡その取極めの目的はベツイポカ川稲作プロジェクトの長年にわたる成果

を｢マ｣国と水利組合連合が補強しあい､この地域の農民の生活状況を改善すること

である｡この取極めによって下流の港概施設はAURの管理下に置かれ,今後はAUR

自身でデータの収集,技術的な書類の作成を行い,農地整備費や港概網の維持管理費

を負担することが規定された｡農業省は38.000FMG (約700万円)の予算を重要港
t

概施設(導水路､主水路や貯水池)の維持費の名目で2001年に付けている｡このよ

うな自助努力の状況をしばらく見極める必要性がある｡

4－4調査実施上の留意事項

本地区は雨期での交通．物流が洪水等により麻痺しがちであるため、現地調査や航空

写真撮影作業が乾期に限られる。スケジュール作成の際には十分に留意する必要があ

る。
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手島　茂晴

（林　業）

〈経　歴〉

平成6年

平成9年

平成9年

平成13年

く職　歴〉

平成4、6年

平成9、11年

昭和44年4月5日生

信州大学農学部森林科学科卒業

鳥取大学大学院農学研究科農林環境科学専攻修了

JICA長期派遣専門家

㈱パシフィックコンサルタンツインターナショナル

現在,農業開発部技師

JOCV　ニジェール　緑の推進協力計画(平成3/3植林隊員)

JICA　ブラジルリオ･グランデ･ド･ノルテ州砂丘保護及び

砂漠化防止計画

涼・1

1．調査団員略歴

山中　誠仁

（総括／農業土木）

〈経歴〉

昭和41年

昭和41年

昭和47年

現在、

く職歴〉

昭和43～44年

昭和49年

昭和51年

昭和52～53年

昭和54年

昭和55～59年

昭和59～60年

昭和61～63年

昭和63～平成元年

平成4～6年

平成6～8年

平成8、10年

平成10～11年

昭和18年2月1日生

来京大学農学部農業工学科卒業

パシフィックコンサルタンツ㈱

㈱パシフィックコンサルタンツインターナショナル

常務取締役、品質向上推進室長、情報技術室長㈱

クウェート　潅漑計画

ラオス　バンナボン農相建設計画

フィリピン　マニラ市洪水対策計画

フィリピン　ナビンダン水門計画（調査設計）

アフガニスタン稲作開発計画

フィリピン　ナビンダン水門計画（工事管理）

チリ　マポーチョ川流域農業開発

パキスタン　パルチスタン潅漑計画

コロンビア　キンデイオ川流域農業開発

エクアドル　ツンパピロ港漑開発

ルーマニア　ブランチェア県北東部地域潅漑整備計画調査

ヴェトナム　ゲアン省ナムダン県モデル農村開発計画調査

コートジボアール　サンペドロ平原農村総合開発計画



2．調査日程

日数 日 付 発 地 着 地 宿泊 地 行 動

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

l l

12

平成 13 年

4 月 10 日(火 ) !ft )X

S ⅠN

T N R

M J N

T N R

S ⅠN

S IN

T N R

M J N

T N R

S ⅠN

東京

T N R

M J N

M J N

M J N

M J N

M J N

T N R

T N R

T N R

機 中

移動 (JA L 7 11 17:55 成 田発 ､ 2 3‥4 5S IN 着)

4 月 1 1 日(水)

4 月 12 日(木)

4 月 13 日(金)

4 月 14 日(土 )

4 月 15 日(日)

4 月 16 日(月 )

4 月 17 日(火 )

4 月 18 日(水)

4 月 19 日(木 )

4 月 20 日(金)

移動 (M D 0 13 0 :25 S IN 発 0 8:10 T N R 着)

大使館 ､ 農業省 ､ 治水 森林省 表敬訪問､ 資 料

収集

移動 ､ 現 地調査

現 地調査

資料整理

資料整理

現地調査

移動､ 大使館報 告

細道機 関 との協議

資料収集及 び整理

移動(M D 0 10 15‥10T N R 発 0 6‥45 S IN 着)

4 月 2 1 日(土 ) 移動 (J L 7 12 08 .-OO SIN 発 15‥40 成田着)

SIN :シンガポール

TNR:アンタナナリボ

MJN:マジュンガ

添－2



3.面会者リスト

(1)在マダガスカル共和国日本大使館(敬称略)

1.1今村　　徹　　　　参事官

1.2　斎藤　　晃　　　　一尊書記官

1.3　胡摩窪　淳志　　　一等書記官

1.4　羽山　清隆　　　　二等書記官

(2)国際協力事業団

2.1仲村　正彦　　　　専門家(治水森林省政策アドヴァイザー)

2.2　末光　正典　　　　専門家(北西部養殖振興計画チームリーダー)

(3) Ministere des Eaux et Forets

3. 1　Mme. ANDRIANTSILAVO Fleurette - Directeur General des Eaux et Forets

3.2　M. RARIVOMANANA Philibert　-　Directeur de la Planification,

S u ivi/Evalu atio n

3.3　M. RAMBELOSON Richard - Directeur Inter-Regional des Eaux et Forets

Tan a narive

3.4　M. RA皿ATRATRA Mahefason - Chef de Service Developpement
Forestier

3.5　M. HUGUES Azihar Said - Directeur Inter-Regional des Eaux et Forets

Mahajunga

3.6　M. SOLA - Collaborateur Technique, Division d Exploitation Foresti占re

3.7　M. RANDRIAMIANDRISOA Joseph - Responsable du Volet DRS / PBB

(4) Ministere de 】 Agriculture

4.1　M. RAHARISON Achille - Directeur General de l'Agriculture

4.2　M. RAVALOMANGA Benjamin - Directeur Genie Rural

4.3　M. RANARIAMISAIWA Vernier - Directeur de l'Agriculture

4.4　M. RAVELOMAHAY Georges　-　Directeur Regional d'Agriculture de

Mahajunga

(5) FIFABE

5.1　M. RAKOTONIRINA Geroges - Directeur General

5.2　M. Philippe Grandjean - Chefde Mission AHT International
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4．収集資料リスト

*Rapport d'activites - 2e semestre 2000, PROJET RIZICOLE BETSIBOKA -

Madagascar, Prolongation Phase V: 2000-2001, FIFABE / AHT

INTERNATIONAL GMBH

* SITUATION DBS ORGANISATIONS PAYSANNES AU 31 DECEMBRE 2000

(differents niveaux de struction), PROJET RIZICOLE BETSIBOKA Phase V:

2000-200 1, FIFABE / AHT INTERNATIONAL GMBH, Decembre 2000

* CARTE TOPOGRAPHIQUE AU 1/100,000, FEILLE M40(Marovoay),
M41(Ambato-Boeni), N40(Ankarafantsika), N4 1(Ambalanjanakomby) , FTM

* CARTE DE LA VEGETATION DE MADAGASIKARA AU 1/200,000 , FEUILLE

SD 38 D (MROVOAY), INVENTAIRE ECOLOGIQUE FORESTIER NATIONAL,
FTM

* CARTE ROUTIERE MADAGASCAR, 1 :2,000,000 , FTM

* Plaines de la Basse Betsiboka Vue d'ensemble des parcellaires realises, FIFABE /

AHT INTERNATIONAL, Jan. 200 1

* Inventaire des mailles par secteur, PROJET RIZICOLE BETSIBOKA, FIFABE /

AHT INTERNATIONAL, le 23 mars 2001

* Superficie et rendement 1993-2000, PROJET RIZICOLE BETSIBOKA, FIFABE /

AHT INTERNATIONAL, Fev. 200 1

* Pluviometrie 1998-1999, 1999-2000 - Ankaboka, Manaratsandry,

Ankazomborona, Tsararano - PROJET RIZICOLE BETSIBOKA, FIFABE / AHT
I NTE RNATI ONAL

* Plan Directeur Forestier Regional, Faritany de Mahajunga, Ministere des Eaux

et Forets, Direction Inter-Regional des Eaux et Forets Mahajanga, Mar 1999

添－4


	表紙
	まえがき
	位置図
	現地写真
	目次
	1．マダガスカル国の概況
	1－1　一般概況
	1－2　自然条件
	1－3　経済事情
	1－4　交通事情

	2．マジェンガ州の概況
	2－1 　一般概況
	2－2　農業
	2－3　その他の産業
	2－4　植生

	3．計画概要
	3－1　目的
	3－2　調査対象地域
	3－3　地区の稲作現況
	3－4　事業概要

	4．総合所見
	4－1　アプローチ
	4－2　無償協力の可能性
	4－3　開発調査の可能性
	4－4　調査実施上の留意事項

	付属資料
	1．調査団員略歴
	2．調査日程
	3．面会者リスト
	4．収集資料リスト




